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第一回 東日本被災復興対策委員会の報告 

 

地区の東日本被災復興対策委員会・準備会(4/9)に続き 

4月 29日祭日 17：00から群馬ロイヤルホテルで、第一回東日本被災復興対策委員会を 

開催いたしました。 委員会の内容を報告事項と検討事項にわけて報告します。 

 

[ 報告事項 ]  

１．ガバナー会（日本全地区 34名のガバナーによって構成される）に 

出席の福田ガバナーより、議事録と資料が添付され 

 4月 11日 緊急ガバナー会（東日本大震災義援）議事録と 

      ガバナー会の第一回東日本大震災支援検討委員会の議事録 

      （福田ガバナーも委員の一人に選出されました） 

 4月 25日 緊急ガバナー会（ロータリーの支援活動）議事録と 

      ガバナー会の第二回東日本大震災支援検討委員会の議事録 

 ガバナー会の説明と報告がなされました。 

＊ 次回のガバナー会は、5月 17日（火）の予定です。 

＊ ガバナー会規約を資料として添付します。 

 

２．第 2840地区内 47ロータリークラブ、アンケート集計結果の報告。 

（ガバナー月信 5月号 地区幹事便りにも掲載） 

 

３．第 2840地区内 47ロータリークラブからの義援金状況について。 

クラブ毎に表にして報告。５月９日現在 35クラブ 18,531,744円です。 

  クラブによっては地区義援金でなく単独で被災地へ支援するケースもあります。 

 

[ 検討事項 ]  

１．国際ロータリー第 2840 地区ガバナー組織の元に東日本被災復興対策委員会を新設 

2010‐2011年度（福田年度）は下記の委員構成です。 

委員長  曽我 隆一 （前橋） 

委 員  森田  均 （渋川） 

委 員  横山 公一 （沼田） 



委 員  牛久保哲男 （伊勢崎） 

委 員  安藤震太郎 （高崎北） 

委 員  疋田 博之 （桐生） 

幹 事  町田 庄吉 （前橋西）  福田年度担当事務局（議事録等） 

幹 事  島津 文弘 （高崎北）  安藤年度担当事務局（議事録等） 

副幹事  室賀 康志 （高崎北）  安藤年度担当事務局（議事録等） 

    2011‐2012年度（安藤年度）の委員構成は多少入れ変わる 

 

２．第 2840地区内クラブからの、今回の拠出金の使途は全額ガバナー会に送ります。 

5月 2日現在、ガバナー会には約７億８千万円集まっております。今後の予定は、 

5月 20日（金）： 一旦実績を集計します。 

6月 20日（月）： 2010‐2011年度最後の締切りです。 

 

ガバナー会の東日本大震災支援検討委員会では次の 2本の柱を設定し鋭意検討を 

進めております。 

(1) 災害遺児の教育環境支援プログラム 中学・高校・大学・専門学校生への奨学金

支援 

(2) ファイブ・フォー・ワン・クラブプログラ

ム 

非被災 5クラブが 1つのグループを作り、

被災1クラブを物心両面で支えるプログラ

ムの展開 

年度内には、より具体的な支援内容をご提示できるものと思います。 

災害遺児は 4 月 22 日現在 524 人で、今後増加が見込まれます。また、被災地区では

相当数のクラブが現在例会を開けない状況下にあります。 

 

３．地区災害対策積立金（牛久保年度で１千万円設定）は第 2840地区の 

東日本被災復興対策委員会で支援対策に使う。 

 

４．RFの支援態勢の中での DDFの検討。 

積極的に補助金利用の為、被災地とマッチンググラントを行っているクラブと 

被災地と新たにマッチンググラントを始めるクラブは申し出てほしい。 

  （申込期限が 5月 15日（日）の為、５/６に発信済です） 

 

５．東日本被災復興対策委員会は安藤年度に引き継がれ、複数年度に設置の予定です。 

 

６．次回の地区、第二回東日本被災復興対策委員会は５月 29日(日)です。 

 

７．その他 

  東日本大震災：災害ボランティアの心得 の資料を添付します。 

    


